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　本学バスケットボール部（ＳＯＡＲＥＲＳ＝ソアラーズ）が主催する「Ｓ

ＯＡＲＥＲＳ ＣＵＰ２０２６」が、２月21 ～ 23日、生田キャンパスの総合体

育館で開催された。今年は、男女同時開催で、高校や大学、クラブチームな

どのカテゴリーを超えた対戦を通して、スキルアップを図った。

　男子は３回目の開催で、Ｕ18のクラブ

チームと高校の計９チームが参加。本学

男子バスケットボール部との対戦も組ま

れ、主将の野崎稜太さん（文３）は「高

校生世代の全力プレーに触れ、自分たち

にとっても良い刺激になった」と話した。

　男子バスケットボール部は、ＳＯＡＲ

ＥＲＳ ＡＣＴＩＯＮと題して、小中高

校生を対象とした技術講習会など地域貢

献活動に積極的に取り組んでいる。今大

会もその一環で、部員たちが主体的に運

営に携わった。

　女子は２回目の開催

で、大学、高校、社会

人の計10チームが参戦

した。本学女子バスケ

部主将の山方凜さん（経

営３）は「いろいろな

カテゴリーのチームと

対戦することは、お互

いのレベルアップにつながる。対戦を通じて違いを体感してもらえたと思

う」と大会の意義を語った。

日
本
心
理
学
会

第

89
回

大

会

　
大
学
院
文
学
研
究
科
心
理

学
専
攻
２
年
次
の
大
水
拓
海

さ
ん
が
、
日
本
心
理
学
会
第

89
回
大
会
に
お
い
て
、
学
術

的
に
優
れ
た
ポ
ス
タ
ー
発
表

に
贈
ら
れ
る
公
益
社
団
法
人

日
本
心
理
学
会
学
術
大
会
優

秀
発
表
賞
に
選
ば
れ
た
。

　
大
水
さ
ん
の
発
表
テ
ー
マ

は
「
心
理
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

よ
る
感
情
粒
度
の
個
人
差
の

定
量
化
‥
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ

の
二
次
解
析
に
よ
る
検
証
」。

　
本
研
究
で
は
、
個
人
の
感

情
体
験
の
細
や
か
さ
（
感
情

粒
度
）
を
、
心
理
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
モ
デ
ル
を
用
い
る
こ
と

で
定
量
的
に
評
価
す
る
手
法

を
提
案
し
た
。
大
水
さ
ん
は

国
里
愛
彦
教
授
の
計
算
論
的

臨
床
心
理
学
研
究
室
に
所
属

し
、
複
雑
な
心
理
現
象
を
数

理
モ
デ
ル
で
解
明
す
る
計
算

論
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
専
門
的

に
学
び
な
が
ら
、
本
研
究
を

遂
行
し
た
。

　
日
本
心
理
学
会
第
89
回
大

会
は
、
２
０
２
５
年
９
月
に

仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た
国
内

最
大
規
模
の
心
理
学
の
学
術

大
会
で
あ
る
。
優
秀
発
表
賞

は
、
数
多
く
の
ポ
ス
タ
ー
発

表
の
中
か
ら
総
合
的
に
高
く

評
価
さ
れ
た
演
題
に
対
し
て

授
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

大
水
さ
ん
（
院
文
修
２
）

優
秀
発
表
賞
を
受
賞

日本心理学会学術大会優秀発表賞に

選ばれた大水さん

経
営
学
部

◆
優
秀
賞

【
応
用
情
報
技
術
者
試
験
合

格
】
飯
島
聡
太
（
４
）

【
販
促
会
議
企
画
コ
ン
ペ
テ

ィ
シ
ョ
ン
学
生
賞
】
町
田
雄

飛
、
河
野
来
美
、
植
木
日
南

乃
（
以
上
３
）

【
国
家
公
務
員
採
用
総
合
職

試
験
合
格
】
根
本
梨
公
（
４
）

【
公
認
会
計
士
試
験
合
格
】

中
島
京
介
、
武
藤
吏
穏
（
以

上
３
）

【
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
部
】

笠
原
光
太
朗
、
高
見
澤
匠
冴

（
以
上
４
）、
軍
司
一
冴
、

笹
渕
遥
人
（
以
上
３
）、
立

花
英
太
郎
、
辻
本
楓
芽
（
以

上
２
）、
村
下
巧
、
宮
坂
大

地
（
以
上
１
）

【
東
洋
伝
拳
法
部
】
堀
辰
至

（
４
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】
甲
斐

優
斗
（
４
）

【
レ
ス
リ
ン
グ
部
】
向
田
旭

登
（
４
）商

学
部

【
公
認
会
計
士
試
験
合
格
】

萩
原
寛
幸
、
田
辺
一
真
、
鈴

木
悠
生
、
舘
野
碧
雪
、
黒
川

陽
希
、
三
寺
未
祐
（
以
上
４
）

【
神
奈
川
産
学
チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ロ
グ
ラ
ム
最
優
秀
賞
】
宇

野
澤
ゆ
う
り
、
中
尾
心
晴
、

鈴
木
亜
衣
、
栗
原
紘
嗣
、
中

山
日
菜
乃
、
山
梨
海
詩
、
平

沢
萌
々
花
、
中
倉
心
菜
、
慶

本
拓
実
、
日
向
錬
輔
、
村
田

涼
輔
、
岡
村
紗
良
、
中
村
萌

香
、
西
村
美
緒
、
柴
山
萌
、

井
上
遥
紀
、
中
島
萌
望
、
木

田
果
歩
、
菅
野
織
乃
、
安
瀬

倖
希
、
斎
藤
す
み
れ
、
高
野

優
作
、
馬
場
拓
海
、
山
田
娃

実
、
岩
渕
里
央
、
桑
山
楓
梨

（
以
上
３
）

【
専
大
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ン
テ
ス
ト
鳳
賞
】
寺
澤

諒
（
２
）

【
相
撲
部
】
栩
内
陽
向
（
４
）

【
商
学
部
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
最
優
秀
賞
】
津
田

小
遥
（
２
）

【
日
本
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
学

会
Ｕ
24
ベ
ス
ト
ポ
ス
タ
ー

賞
】
小
松
明
日
香
、
山
川
真

奈
、
山
口
愛
未
、
塩
澤
ま
な

み
、
柳
沢
琉
水
、
杉
崎
結

菜
、
山
中
桃
音
、
池
原
妃
香

（
以
上
４
）

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部

【
関
東
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン

ツ
・
ア
ワ
ー
ド
関
東
総
合
通

信
局
長
賞
】
犬
持
美
咲
、

獅
々
倉
海
人
、
山
田
悠
月
、

川
口
善
叶
（
以
上
３
）

※
敬
称
略
、カ
ッ
コ
内
は
学
年

学
部
長
賞
受
賞
者

学
部
長
賞
受
賞
者

　
人
間
科
学
部
社
会
学
科
の

卒
業
論
文
報
告
会
が
１
月
31

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
、
４
年
次
生
３
人
が
研

究
成
果
を
発
表
し
た
。
会
場

に
は
指
導
教
員
の
ほ
か
、
卒

業
論
文
執
筆
を
控
え
た
後
輩

た
ち
も
集
ま
り
、
研
究
テ
ー

マ
や
分
析
手
法
に
つ
い
て
活

発
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ

た
。

　
同
学
科
で
は
、
16
あ
る
ゼ

ミ
ご
と
に
優
れ
た
論
文
を
選

び
、そ
の
中
か
ら
さ
ら
に「
文

化
・
シ
ス
テ
ム
系
」「
生
活
・

福
祉
系
」「
地
域
・
エ
リ
ア
ス

タ
デ
ィ
ー
ズ
系
」
の
３
分
野

で
代
表
論
文
を
決
定
し
て
い

る
。

　「
文
化
・
シ
ス
テ
ム
系
」

の
代
表
論
文
に
選
ば
れ
た
の

は
、
柊
紀
宏
さ
ん
の
『
個
人

年
収
の
権
威
主
義
的
態
度

へ
の
影
響
』（
金
井
雅
之
ゼ

ミ
）
。
所
得
と
い
う
新
た
な

切
り
口
か
ら
権
威
主
義
的
態

度
の
規
定
要
因
を
探
っ
た
。

　「
地
域
・
エ
リ
ア
ス
タ
デ

ィ
ー
ズ
系
」の
代
表
論
文
は
、

遠
洞
彩
さ
ん
の
『
東
日
本
大

震
災
に
お
け
る
交
通
イ
ン
フ

ラ
復
旧
と
地
域
住
民
の
復
興

実
感
の
関
係
』（
大
矢
根
淳

ゼ
ミ
）。
岩
手
県
宮
古
市
に

住
む
祖
父
母
へ
の
聞
き
取
り

調
査
な
ど
か
ら
、
交
通
イ
ン

フ
ラ
の
復
旧
が
も
た
ら
す
効

果
に
つ
い
て
検
証
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
定
年
前
後
に

お
け
る
承
認
の
喪
失
か
ら
再

構
築
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
丁

寧
に
ひ
も
と
い
た
『
定
年
前

の
職
務
経
験
・
価
値
観
と
定

年
後
の
キ
ャ
リ
ア
選
択
の
関

係
』
（
勝
俣
達
也
ゼ
ミ
）
が

「
生
活
・
福
祉
系
」
の
代
表

論
文
に
選
ば
れ
た
。

　
後
輩
た
ち
へ
の
ア
ド
バ
イ

ス
と
し
て
、
３
人
は
「
社
会

学
は
世
の
中
の
疑
問
や
課
題

に
切
り
込
む
学
問
。
さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
に
興
味
・
関
心
を

持
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
語

っ
た
。

３分野の代表者が卒業論文を発表した

人間科学部社会学科卒業論文報告会

代
表
３
人
が
研
究
成
果
を
発
表

初の男女同時開催となったＳＯＡＲＥＲＳ ＣＵＰ

【
男
子
】
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
vs
千
葉
ジ
ェ
ッ
ツ
Ｕ
18

とともにともに
社会貢献活動地域地域

カテゴリー超えてスキル磨く

【
女
子
】
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
vs
東
京
成
徳
大
学
高

バスケ部SOARERS CUP開催バスケ部SOARERS CUP開催

　
囲
碁
の
棋
士
採
用
試
験
に
合
格
し
、
プ
ロ

棋
士
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
陳ち

ん

柏は
く

劭
し
ょ
う

さ
ん

（
経
済
４
）
に
学
長
賞
が
贈
ら
れ
た
。

　
陳
さ
ん
は
２
年
次
の
２
０
２
３
年
、
日
本

棋
院
が
主
催
す
る
冬
期
棋
士
採
用
試
験
に
合

格
、
プ
ロ
棋
士
の
資
格
を
取
得
し
た
。
冬
期

試
験
は
院
生
以
外
で
も
「
外
来
」
と
し
て
受

験
で
き
る
が
、
外
来
予
選
、
合
同
予
選
、
本

戦
と
続
く
厳
し
い
戦
い
の
う
え
、
合
格
者
が

２
人
と
、
極
め
て
狭
き
門
だ
っ
た
。

　
学
長
賞
は
、
研
究
活
動
や
課
外
活
動
な
ど

で
優
れ
た
活
躍
を
し
た
学
生
を
顕
彰
す
る
。

25
年
12
月
16
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
授
与

式
が
あ
り
、
馬
塲
杉
夫
学
長
は
「
厳
し
い
世

界
で
戦
い
抜
い
て
お
り
、
尊
敬
す
る
。
陳
さ

ん
の
活
躍
は
、
ほ
か
の
学
生
に
も
刺
激
に
な

る
」
と
激
励
。
陳
さ
ん
は
お
礼
を
述
べ
、「
こ

れ
を
き
っ
か
け
に
、
ま
た
努
力
を
重
ね
、
結

果
を
残
せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」と
応
え
た
。

　
囲
碁
と
学
業
の
両
立
に
つ
い
て
、「
プ
ロ

試
験
中
が
一
番
大
変
だ
っ
た
。
少
し
で
も
長

く
囲
碁
に
触
れ
る
た
め
、
授
業
と
の
都
合
を

つ
け
な
く
て
は
い
け
な
か
っ
た
。
プ
ロ
棋
士

に
な
っ
た
後
も
、
手
合
（
対
局
）
が
試
験
期

間
と
か
ぶ
る
時
は
、
事
前
に
計
画
を
立
て
て

試
験
勉
強
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
た
」
と
振

り
返
る
。

　
学
部
で
は
主
に
経
済
史
を
学
び
、
母
語
で

は
な
い
日
本
語
で
レ
ポ
ー
ト
を
書
く
力
も
磨

か
れ
た
。「
大
学
の
囲
碁
部
に
も
所
属
し
た

が
新
鮮
だ
っ
た
。
大
学
卒
と
い
う
資
格
を
手

に
入
れ
た
こ
と
は
、
将
来
非
常
に
役
立
つ
と

思
っ
て
い
る
」
と
語
る
。

　
陳
さ
ん
は
通
算
30
勝
を
上
げ
、
今
年
２
月

に
二
段
に
昇
段
し
た
。「
こ
れ
か
ら
も
、
ど

ん
な
相
手
で
も
勝
っ
て
い
き
、
で
き
る
だ
け

速
く
昇
段
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
」
と
決

意
を
新
た
に
し
て
い
る
。

陳さん（左）と馬塲学長＝2025年12月

（経済４）

陳さんに学長賞

二
段
昇
段
「
勝
利
重
ね
て
い
き
た
い
」

囲碁プロ棋士 ●●●●●●●●●●●●●●●●


